















対象は,平成 25 年 10 月から平成 26 年 10 月までの間に,上顎前歯部埋伏過剰歯と診断された平均年齢 6








埋伏過剰歯は,逆性と順性が各々22 例と 11 例であった。患側中切歯歯軸角度と健側中切歯歯軸角度の間
には,有意な差があった。一方, 患側と健側の中切歯歯軸傾斜角度の差は,埋伏過剰歯の垂直的位置を表す
各 Position 間で,有意な差はなかった。 
埋伏過剰歯と中切歯間の距離は, 埋伏過剰歯が Position 2 に存在する例と比較して Position 3 に存在す
る例で有意に大きかった。また埋伏過剰歯と口蓋部骨表面間の距離は,埋伏過剰歯が Position 1 に存在す
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